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友人間の相談行動における援助要請コストを低下さ
せる要因の検討















































らに，コストの予期が専門家への援助要請を抑制しうることや（Shaffer, Vogel, & Wei, 2006），心理





















が行われている。Pearce, Rickwood, & Beaton（2003）では，自殺予防の介入プログラムの結果，援
助要請に対する態度や自己効力感，援助要請意図は増大したが，援助要請行動には有意な影響をも
たらさなかったことが示されている。心理教育のような，専門家を交えたプログラムでは，介入に
より援助要請意図が向上したとするものと（Wilson, Deane, Marshall, & Dalley，2008），援助要請意
図 に は そ れ ほ ど 大 き な 影 響 は な か っ た と す る も の が あ る（Rickwood, Cavanagh, Curtis, & 
Sakrouge，2004；Wittouck, Autreve, Portzky, & Heeringen，2014）。同年代の仲間や友人との交流
に焦点を当てたプログラム（Conner, McKinnon, Ward, Reynolds Ⅲ , & Brown，2015）では，スティ
グマの減少やメンタルヘルスリテラシーの増大の効果があったと報告されている。日本での介入研





































































　Time 3　実験日から1 ヶ月が経過する頃に，Time 2で配付したアンケートに回答するよう参加
者に連絡をした。参加者は，配布された質問紙あるいはメールに添付された，質問紙と同一の内容
のデータファイルを用いて回答し，実験者に返送または返信した。質問紙は，Time 1と同一の項









































　参加ペアの会話が援助要請者のコスト知覚に与える影響を検討した。まず，Time 1が Time 2や
Time 3に与える影響を統制するため，さらに Time 1における条件間の差を統制するために，Time 




F1 F2 F3 F4
弱さ表出の懸念
相手に悩みを相談すると，自分の弱い面を知られてしまう .88 –.06 –.24 .23
相手に悩みを相談したら，自分が弱い人間だと認めることになる .84 .12 .09 –.13
相手に悩みを相談することは，自分の弱さを認めることになる .80 –.06 .13 –.01
相手に悩みを話すのは恥ずかしい .56 .08 .20 –.13
否定的反応懸念
相手に悩みを相談しても嫌なことを言われる –.11 .96 .16 .09
相手は，私の抱えている悩みを真剣に考えてはくれないだろう .16 .71 –.11 –.07
相手に悩みを相談しても，馬鹿にされる .02 .61 –.21 .02
相手への遠慮
相手に悩みを聞いてもらうのは申し訳ない .03 –.06 .96 .10
悩みを相談することで相手を困らせるのは気が引ける .05 –.08 .81 –.06
心理的苦痛
相手に相談したら，周囲の人は自分に精神的な問題があると思うだろう –.08 .02 –.03 .92
相手に悩みを話すと，自分が辛くなる .22 .01 .20 .50




α M SD min MAX 否定的反応 相手への遠慮 心理的苦痛
弱さ表出 .86 3.18 1.32 1.00 6.00 .08  .54** .40**
否定的反応 .77 1.77 0.78 1.00 4.00 -.08 .32*
相手への遠慮 .90 4.56 1.36 1.50 7.00 .29*
心理的苦痛 .69 2.41 1.05 1.00 5.50
*p <.05, **p <  .01
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意ではなかった（「弱さ表出の懸念」：F（1, 33）= 0.72, n.s.；F（1, 33）= 0.56, n.s.；F（1, 33）= 0.01, 
n.s. ；「否定的反応懸念」：F（1, 33）= 0.50, n.s.；F（1, 33）= 0.40, n.s.；F（1, 33）= 0.22, n.s.）。「相
手への遠慮」では，条件の主効果が有意であり（F（1, 33）= 9.02, p < .01，pη2 = .22），実験条件では，
統制条件よりも，悩みを相談することで生じる申し訳なさの知覚が有意に低かった。時点の主効果，
時点と条件の交互作用は有意ではなかった（順に F（1, 33）= 1.20, n.s.；F（1, 33）= 0.11, n.s.）。「心
理的苦痛」では，時点の主効果が有意であり（F（1, 33）= 4.67, p < .05，pη2 = .12），Time 3に比べ，
Time 2のほうが悩みを相談することの気まずさは低かった。条件の主効果と時点と条件の交互作



















弱さ表出懸念 否定的応答懸念 相手への遠慮 心理的苦痛
Time 2 Time 3 Time 2 Time 3 Time 2 Time 3 Time 2 Time 3
M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD）
統制 3.46（1.46） 3.62（1.51） 1.53（0.64） 1.61（0.58） 4.92（1.34） 5.16（1.04） 2.55（1.07） 2.53（1.17）
実験 2.49（1.43） 2.72（1.38） 1.69（0.71） 1.69（0.79） 3.26（1.40） 3.71（1.58） 2.15（1.26） 2.29（1.13）
主効果（条件） n.s. n.s. F（1, 33）= 9.02** n.s.
主効果（時点） n.s. n.s. n.s. F（1, 33）= 4,67*
交互作用（条件＊時点） n.s. n.s. n.s. n.s.
*p  <.05, **p  < .01
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友人間の相談行動における援助要請コストを低下させる要因の検討
 To seek help from close others would cause negative effect, such as lower self-esteem or 
relational concern. In the present study, we focused on the costs of seeking help for help-seekers 
on consulting behavior among close friends. The aim of this study was to examine whether the 
cost of seeking help for help-seekers would decrease or not by the conversation between the 
help-seeker and the help-giver. The pairs of the university students participated this experiment. 
We randomly assigned the pairs to the control condition or the experimental condition. The 
participants in the control condition were told to take daily conversation. In the experimental 
condition, they were told to discuss that taking part in a consultation is not difficult. As a result, 
the participants in the experimental condition perceived awkward on seeking help from close 
friend lower than them in the control condition. We discuss the result in the positive aspect of 
help-giving. 
Key words：help-seeking behavior, consulting behavior, friend, cost
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